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Systems in Chemistry and Physics, Sep 11th-17th 2011, Ishikawa, Japan. 
I24. “Classical Cumulant Dynamics”, 7th Congress of the International Society for Theoretical 

Chemical Physics, Sep 2nd-7th 2011, Tokyo, Japan. 
I25. “Theoretical Study on Artificial and Mismatch DNA Bases”, Symposium #5 Pacifichem 2010, 

Dec. 14th-20th 2010, Hawaii, USA. 
I26. “Energetics at an Entrance Part of Proton Transfer Pathway”, 3rd. International Conference of 

Computational Science, Oct 27th-28th 2009, Bali, Indonesia. 
I27. “Electron Conduction of Metal Containing Artificial DNA”, International Conference of 

Computational Methods in Sciences and Engineering 2009, Sep 29th-Oct. 4th 2009, Rhodes, 
Greece. 

I28. “Energy Compensation Mechanism for Protonation States of a Asp-His Pair at Entrance of D 



pathway in Cytochrome c Oxidase”, International Meeting of Metalloprotein Functions, July 
31st -Aug 1st 2009, Hyogo, Japan. 

I29. “Quantum Dynamics in Terms of Cumulant”, Theory and Application in Computational 
Chemistry 2008, Sep. 22nd-27th 2008, Shanghai, China. 

I30. “Quantum Mechanics in Terms of Cumulant”,13th Quantum Systems in Chemistry and Physics, 
July 6th-12th 2008, Lansing, USA. 

I31. “Importance of Fluctuation on Molecular Properties by Molecular Dynamics Method”, 
International Conference of Computational Methods in Sciences and Engineering 2007, 
Symposium 1, Sep. 25th-30th 2007, Corfu, Greece.  

I32. “Quantal Cumulant Dynamics for Dissipative Systems”, International Conference of 

Computational Methods in Sciences and Engineering 2007, Sep. 25th-30th 2007, Corfu, Greece.  
I33. “Bio-electronic Molecular Device: Switch by Proton Transfer”, Material Oriented Quantum 

Chemistry, May 27th-29th 2006, Osaka, Japan. 
I34. “Electron Propagator Theory Based on Density Functional Theory”, 47th Sanibel Symposium 

(Keynote Lecture), Feb. 21st-27th 2006, Florida, USA. 

２．国内学会・ワークショップ・シンポジウムにおける招待・依頼講演（39件）  
D1. "理論計算に基づく生体内分子の構造・機能相関解析"、"愛媛大学プロテオサイエンス

センターPROS セミナー"・“医学研究科大学院講義”、November 21st 2016、愛媛大学、
愛媛 

D2. "第一原理計算に基づく物質の起源と生命痕跡の探求"、宇宙科学談話会（宇宙科学セ
ミナー）、August 10th 2016、JAXA相模原キャンパス、神奈川. 

D3. "タンパク質の機能解析と制御に向けた量子化学理論"、九州大学理学部化学科研究懇
談会、June 30th 2016、九州大学、福岡. 

D4. "理論計算によるタンパク質の機能解析と制御：最近の進展"、分子研理論・計算領域
セミナー、May 19th 2016、分子科学研究所、岡崎、愛知. 

D5. "ナノバイオ系のシミュレーションとダイナミクス：その後の展開”、「量子化学の最
近の進展– 大規模・複雑系の量子化学シミュレーション –」、March 23rd 2016、AICS、
兵庫. 

D6. "分子動力学法と情報科学の融合よるタンパク質の構造探索"、「分子技術と理論計算・
データ科学」大阪大学未来研究分子技術イニシアティブセミナー、March 14th-15th 2016、
大阪大学豊中キャンパス、大阪 

D7. “第一原理計算に基づく物質の起源と生命痕跡の探求”、 シンポジウム「宇宙惑星居
住の実現に向けて	 − 生命維持，食糧生産，エネルギー・資源開発 等 −」、化学工
学会第 81年会、March 13th-15th 2016、関西大学千里山キャンパス、大阪. 

D8. “化学における動力学と統計について”、研究交流会「理論分子科学・分子非線形科学
のこれまでとこれから」、東京大学駒場リサーチキャンパス、March 5th-6th 2016、東京. 



D9. “レアイベントとしてのタンパク質の構造変化と機能”、タンパク研セミナー「構造を
基盤とする蛋白質科学における未解決問題」、東京大学	 先端科学技術研究センター

ENEOSホール、March 1st-2nd 2016、東京. 
D10. “理論研究によるチトクロム c 酸化酵素の酸化還元と共役したプロトン輸送機構：入

り口と出口”、生物物理学会シンポジウム「膜を介したプロトン透過機構」、September 
13th-15th 2015、金沢、石川. 

D11. “理論計算に基づくタンパク質の反応性と物性の解析”「2015年度第 1回水和ナノ構造
研究会」、September 1st-2nd 2015、那須、栃木. 

D12. “第一原理計算に基づく酵素機能解析：チトクロム c 酸化酵素のプロトンポンプを例
として”、東京大学物性研究所 「機能物性融合科学シリーズ(3)「反応と輸送」」、June 
24th-26th、柏、千葉. 

D13. “チトクロム c 酸化酵素におけるプロトン輸送の構造的仕掛け”、分子研研究会「膜タ
ンパク質内部のプロトン透過を考える」、April 20th-21st 2015、分子研、愛知. 

D14. “第一原理計算によるタンパク質の pKaと構造機能相関”、日本物理学会シンポジウム
「プロトネーション	 イントゥ	 ダークネス: 生体分子機能理解の為の水素位置情
報」、March 21st-24th 2015、早稲田大学、東京.  

D15. 「高分散分子動力学法によるタンパク質でのレアイベントの検出」、レアイベントの
理論科学ワークショップ、February 16th 2015、日本原子力研究開発機構システム計算
科学センター、千葉. 

D16.  “理論と実験の協奏的アプローチによる複合スピン励起子変換制御”、新学術領域
研究「高次複合光応答」第２回公開シンポジウム、January 23rd-24th 2015、千里ライフ
サイエンスセンター、大阪. 

D17.  “酵素活性制御に向けた多階層量子計算手法の応用”、理研シンポジウム「生体分子
系量子化学計算の最前線」、January 22nd-23rd 2015、理化学研究所、和光. 

D18. 「宇宙生命連携研究による物質進化過程の探索」２７回理論懇シンポジウム、
December 24th-26th 2014、国立天文台、東京. 

D19. 「第一原理計算に基づくタンパク質機能デザイン」、第 8 回 FMO 研究会（CBI 学会
2014年大会）、October 28th-30th 2014、タワーホール船堀、東京. 

D20. “CMD の思想に基づく生命物理学の研究”、第２５回コンピュテーショナル・マテリ
アルズ・デザイン（CMD）ワークショップ、September 1st-5th 2014 国際高等研究所、
京都. 

D21. “計算化学による pKaの高精度算出法”、 第 1回水和ナノ構造研究会、August 28th-29th 
2014、奥平温泉、岩手. 

D22. “実空間 Car-Parrinello Molecular Dynamics法のマルチコア超並列アーキテクチャでの
チューニング”、 領域研究「コンピューティクス」勉強会、March 12th 2014、東京大
学. 



D23. “分子動力学法によるタンパク質の効率的構造探索に関して”、 領域研究「コンピュ
ーティクス」成果報告会、March 10th -11th 2014、東京大学.  

D24. “構造ゆらぎと化学反応に関する理論的研究”、分子科学会奨励賞受賞講演、Sep. 
24th-27th 2013、京都. 

D25. “ナノマテリアルの非線形光学特性の分子設計に向けて“、領域研究「コンピューティ
クス」成果報告会、July 8th -9th 2013、東京大学.  

D26. “第一原理計算に基づく反応解析“、「宇宙生命計算科学連携拠点」ワークショップ、
June 28th-29th 2013、筑波大学. 

D27. “量子化学計算によるタンパク質の物性および機能評価“、第 13 回蛋白質科学会、ワ
ークショップ “蛋白質機能を化学的に理解するために”、 Jun 12th-14th 2013、とりぎん
文化会館（鳥取）.  

D28. “第一原理計算に基づく反応解析“、第４回神戸大学協定講座シンポジウム「計算生物
学と材料科学の融合」、Dec 19th 2012、神戸大学. 

D29. “生体内化学反応解析の基礎: 化学反応理解の為の古典・統計・量子力学“、分子研量
子化学冬の学校、Dec 16th-17th 2012、分子科学研究所. 

D30. “HPC システムの過去・現在・未来“（パネルディスカッション）、第２０回計算科学
研究センターシンポジウム、Sep 9th 2012、筑波大学. 

D31. “実空間基底による Car-Parrinello 分子動力学法ならびに時間依存密度汎関数法の実
装“、領域研究「コンピューティクス」勉強会、Mar. 9th 2011、東京大学.  

D32. “Analyses of Bio-Molecular Reactions Based on First-Principles Calculations“、Frontier in 
reaction path theory、Sep. 12th 2010、福井謙一記念研究センター・京都大学. 

D33. “金属蛋白質の触媒反応の理論解析“、第 47回生物物理学会年会、Oct 31th, 2009、徳島
文理大学・アスティとくしま. 

D34. “Side-on型配位遷移金属錯体の反応解析“、第 104回触媒討論会（特別講演）、Sep 29th, 
2009、シーガイヤ・宮崎大学. 

D35. “電子ダイナミクスによる電子集団運動の解析“、特定領域研究「実在系の分子理論」
成果報告会札幌シンポジウム、Dec 16th 2008、北海道大学. 

D36. “キュミュラント変数による量子力学“、特定領域研究「実在系の分子理論」若手勉強
会、Dec 28th 2008、伊豆長岡. 

D37. “大規模量子動力学計算のための基礎理論の開発：準量子キュミュラント分子動力学
法“、スーパーコンピューターワークショップ「大規模計算と分子のダイナミクス」、
Feb 18th-19th 2008、分子科学研究所. 

D38. “準量子キュミュラント分子動力学法“、若手研究会「理論分子科学のフロンティアを
探る」（主催）、Jan 15th-17th 2008、分子科学研究所. 

D39. “熱揺らぎと量子揺らぎの分子動力学“、分子科学コロキウム、Mar. 3rd 2007、東北大学. 
D40. “大学の知を支援するセンターマシン“（パネルディスカッション）、Sep. 6th 2006、東



京大学. 
D41. “密度汎関数理論に基づく Green 関数計算と Sham-Schlüter 法の現状“、「Beyond LDA

としての新しい電子状態計算手法」 科研費特定領域「次世代量子シミュレータ・量
子デザイン手法の開発」ミニワークショップ、Feb. 22nd 2006、東京大学. 

３．他大学・研究機関におけるセミナー講演・授業（20件）  
S1.  “反応・物性量子化学"、大学院講義「応用科学特論第６」、October 3rd-4th 2016、東京
大学大学院工学系研究科. 

S2. 「物性・反応量子化学」 “大学院講義”、 2016、九州大学大学院理学研究科. 
S3. 「量子化学に基づく化学反応理論」“大学院講義反応量子化学”、140th-15th Jan. 2016、
名古屋大学大学院理学研究科. 

S4. “大学院講義”、June 22nd 2015、徳島大学大学院薬学研究科. 
S5. “第一原理計算による物性・反応解析と設計：酵素反応を中心として”, Seminar Feb. 17th 

2015, 立命館大学. 
S6. “Multiscale Modeling Toward Design of Enzymatic Activity”, Seminar, Nov. 18th 2014, 台湾
交通大, 台湾. 

S7. “Computational Design of Enzymatic Activities: Reaction Mechanisms of Nylon-oligomer 
Hydrolase”, Seminar, Oct. 22th 2014, Auburn University, USA. 

S8. “計算科学とバイオ科学”、July 16th 2014、金沢大学理学部計算科学科. 
S9. “Car-Parrinello Molecular Dynamics Simulation on Reaction Mechanisms of Surface 

Oxidation and Nylon-degrading Enzyme”、1⁄2 journée Séminaires Chimie Théorique, Institut 
des Sciences Moléculaires, May 30th, 2013, Université Bordeaux, France. 

S10. “量子化学計算に基づく pKa等の高精度計算”、Feb 28th、横浜市立大学「理論化学セミ

ナー」. 
S11. “量子化学計算に基づく pKa等の高精度計算”、Jan 30th、九州大学「理論化学セミナー」. 
S12. “時間依存密度汎関数理論に基づく分子動力学法”、 「理研セミナー」、Dec 18th 2009, 理
化学研究所. 

S13. “A Theoretical Study on Metal-Containing Artificial DNAs”, Nov 5th 2009, Institut de 
Physique et Chimie des Matériaux de Strasbourg, France. 

S14. “生体内分子におけるプロトン/電子移動反応第一原理計算によるアプローチ”、Oct. 20th 
2008, 大阪大学蛋白研プロテオミクス研究センター「セミナー」 

S15.  “Thermal and Quantum Fluctuation in Dynamics”, Oct. 7th 2008, Univ. Washington「セミナ
ー」 

S16. “キュミュラント変数による量子動力学”、Apr. 4th 2008, 早稲田大学.「QMSセミナー」 
S17. “DNA塩基内の水素移動反応：van der Waals DFTの紹介と凖量子 cumulant dynamics法
に関して”、Feb. 16th 2007, 筑波大学「計算科学コロキウム」. 

S18. “凖量子キュミュラント動力学によるトンネル現象の解析と分子振動計算”、Jan. 28th 



2007, 早稲田大学.「第１２回量子化学セミナー」 
S19. “凖量子キュミュラント動力学によるトンネル現象の解析と分子振動計算”、Jan. 23rd 

2007, 日本大学. 「セミナー」 
S20. “Generalized Sham-Schlüter Equation”、Aug. 25th 2005, Cornel Univ. 「セミナー」 
S21. “Generalized Sham-Schlüter Equation”、Aug. 17th 2005, Florida Univ.「QTPセミナー」 
S22. “分子内包系における温度揺らぎの効果：量子化学計算を用いたアプローチ” 

Feb. 15th 2005, 豊橋科学技術大学. 「セミナー」 
 



受賞歴とその概要	 （重田育照）  
 
A1. 第 2回大阪大学総長奨励賞・研究部門 (2013), 大阪大学 (Japan). 
概要「理論化学の研究おいて顕著な業績をおさめており、大阪大学総長奨励賞に値す

るものと認められた。」  
A2. 第 5回分子科学会奨励賞 (2012), 受賞タイトル「ゆらぎの動的分子理論」、分子科学会

(Japan). 

概要「応募者は 1990年代後半より現在物質科学で最も重要な概念の一つとなっている
「動的分子理論（ダイナミクス）による分子描像」に着眼した理論的研究を進め、様々

な階層における分子のダイナミクスから動的な構造・機能・反応相関を見出してきた。

よって応募者の業績は、分子科学会奨励賞に値するものと認められた。」  
A3. 文部科学大臣表彰若手科学者賞 (2010), 受賞タイトル「量子揺らぎと熱揺らぎの動的
分子理論の研究」、文部科学省 (Japan). 
概要「応募者は 1990 年代より物質科学で最も重要な概念の一つとなっている「分子
の第一原理ダイナミクス」に着眼し、原子核ばかりでなく電子に対する「量子揺らぎ」

と「熱揺らぎ」に対する理論を構築し、物理・化学・生物学における新たな研究領域

を開拓した。よって応募者の業績は、文部科学大臣表彰若手科学者賞に値するものと

認められた。」  
A4. 第 58回日本化学会進歩賞 (2009), 受賞タイトル「量子ゆらぎと熱ゆらぎの動的分子理
論」、日本化学会 (Japan). 
概要「応募者は量子ゆらぎと熱ゆらぎによって紡ぎ出される様々な化学現象の特徴を

捉えるため、分子の動力学的側面を様々な角度から捉える理論を開発し、数値計算に

よって実証する事で、物理化学における新たなパラダイムをもたらした。これらの研

究成果は国内外で高い評価を受け、注目を浴びている。よって応募者の業績は、日本

化学会進歩賞に値するものと認められた。」  
A5. 第１回 PCCP Prize for the Outstanding Achievement of Young Scientists in Physical 

Chemistry and Chemical Physics (2007), 受賞タイトル「Quantum Cumulant Dynamics: A 
Novel Quantum Theory 」Royal Society of Chemistry (United Kingdom). 
概要「分子は絶対零度においても静止しておらず、零点振動をしている。しかし、動

的な現象を解析するために現在広く行われている分子動力学計算では、核の運動は古

典力学を用いて記述しているため、核の量子効果については範疇外であり、分 子内振
動を適切に取り扱う事は出来ない。 そこで、応募は時間依存 Schrödinger 方程式とは
異なる新たな近似量子論である準量子キュミュラント動力学(QCD)法を提唱し、分子
振動や量子トンネル問題に適用した。この理論の新規性などが評価され、第１回 PCCP 
awardを授与された」  
 



A6. 第 86回日本化学会年会優秀講演賞 (2006), 受賞タイトル「時間依存有効ポテンシャル
理論：「非」断熱近似」日本化学会 (Japan). 
概要「最適化有効ポテンシャル理論を励起状態に適用し、時間依存密度汎関数法で用

いられている断熱近似が共鳴周波数付近で破綻し周波数異存分極率に異常が見られる

事、また van der Waals C6係数の計算において誤差が生ずる事を数値的に示した。さら

に断熱近似を越える事でそれらの異常性を取り除く事が出来る事を世界に先駆けて示

した。この研究発表により優秀講演賞を授与された。」  



研究費導入実績  
学外  
代表	 （９件、計 104,420千円）  
１．文部科学省・科学研究費・新学術領域研究「複合光化学」 

	 「実験と理論の協奏的アプローチによる 多重スピン励起子変換制御」 
	 期間（H26-30）計画班経費 63,600千円（５年間）+ 総括班経費 1,200千円（５年間） 
	 期間（H27-30）国際活動支援班経費 3,000千円（４年間） 
２．文部科学省・科学研究費・新学術領域研究「動的秩序と機能」 
「キュミュラント粗視化動力学によるタンパク質動的秩序形成過程の理論研究 」 
	 期間（H26-27） 金額 3,380千円（１年間） 
	 （新学術領域研究「複合光化学」計画班研究採択により期間中に辞退） 
３．文部科学省・科学研究費・新学術領域研究「コンピューティクス」 
	 「Siナノドットの非線形光学特性変化に対する動力学的解析 」 
	 期間（H25-26） 金額 4,200千円（２年間） 
	 （新学術領域研究「複合光化学」計画班研究採択により期間中に辞退） 
４．豊田理化学研究所・フェロー 
	 「第一原理計算による生体内酵素反応の理論解析」 
	 期間（H24）  金額 700千円（１年間） 
５．学術振興会・科学研究費・若手研究 A 
	 「タンパク内で起こる協同的プロトン・電子移動反応の量子論的解析」 
	 期間（H22-25） 金額 21,660千円（４年間） 
６．学術振興会・科学研究費・若手研究 B 
	 「プロトン結合電子移動反応の実時間解析：量子キュミュラント動力学法」 
	 期間（H20-21） 金額 2,880千円（２年間） 
７．学術振興会・科学研究費・特定領域研究「実在系の分子理論」 
	 「電子ダイナミクスによる電子集団運動の解析」 
	 期間（H20-21） 金額 2,600千円（２年間） 
８．学術振興会・科学研究費・特別研究員研究奨励費 
	 期間（H14-16） 金額 3,600千円（３年間） 
９．学術振興会・科学研究費・特別研究員研究奨励費 
	 期間（H12-13） 金額 1,800千円（２年間） 
 

分担	 （２件、計 17,680千円）  
１．ポスト「京」重点課題 (7)「次世代の産業を支える新機能デバイス・高性能材料 の創
成」サブ課題 A 「高機能半導体デバイス」 

	 代表	 押山淳	 東京大学大学院工学系研究科・教授 



	 期間（H27-30）金額 6,480 千円（H28年度分）（５年間） 
 

２．学術振興会・科学研究費・挑戦的萌芽 
	 「メゾスケール空間内移動速度論創成のための挑戦的研究」 
	 代表	 岡野泰則	 大阪大学教授 
	 期間（H27-28）金額 600千円 (/3,000)千円（２年間） 
  

３．JST CREST「マルチスケールマルチフィジックス統合シミュレーション」 
	 「ナノバイオ系のシミュレーションとダイナミクス」 
	 代表	 平尾公彦	 理化学研究所特別顧問、東京大学理事（元東京大学教授） 
	 期間（H18-22）H18〜H19まで参加、金額 2,000 (/300,000)千円（５年間） 
 

４．JST CREST「マルチスケールマルチフィジックス統合シミュレーション」 
	 「計算科学によるナノアーキテクチャ構築」 
	 代表	 押山敦	 東京大学大学院工学系研究科・教授 
	 期間（H18-22）H20より参加、金額 8,600 (/300,000)千円（５年間） 

 
学内  
代表	 （3件、計 8,000千円）  
１． 筑波大学 TIA「かけはし」 
	 「実験と理論の協奏的アプローチによる 多重スピン励起子変換制御」 
	 期間（H28-28）計画班経費 1,000千円（１年間） 
２．兵庫県立大学 県科学研究費「先導的プロジェクト研究」5,600千円（１年間） 
３．兵庫県立大学 県科学研究費「奨励研究」1,400千円（１年間） 
 

その他  
代表	 （1件、計 3,000千円）  
１． 分子科学研究所「岡崎コンファレンス」3/6-8開催予定 
	 	  期間（H28）経費 3,000千円（１年間） 
 
 
 



学内外での活動・教育実績  
 

講義・演習・実験  
1. 「量子化学に基づく化学反応理論」“大学院講義反応量子化学”、 
2. 	 	 	 	   名古屋大学大学院理学研究科. 大学院前期課程	  (2015後期)      7コマ 
3. “大学院講義”、徳島大学大学院薬学研究科	 大学院前期課程（2015前期）     1コマ 
4. 現代物理学への招待 	 筑波大学 物理学系 	 	 	 	 １回生（2015春 ABC）	 3コマ 
5. 物性物理学 I  	 筑波大学大学院数理物質科学研究科   
	 	   	   	 大学院前期課程	   (2015春ABC)  15コマ 

6. 計算物理学２ 	 筑波大学 物理学類 ３回生（2014-2015春 ABC）15コマ 
7. 計算物理学３ 	 筑波大学 物理学類 ３回生（2014-2015秋 ABC）15コマ 
8. 計算科学科集中講義	 	 金沢大学理学部	  ４回生（2014  前期）      1コマ 
9. 基礎物理学セミナー	 	 筑波大学 物理学系 １回生（2014  春 C）      1コマ 
10. 物性反応量子化学 	 大阪大学大学院基礎工学研究科   
	 	   	   	 大学院前期課程（2011-2014前期） 5コマ 

11. 化学反応論  	 大阪大学基礎工学部	 	 	 ３回生（2011-2014前期）15コマ 
12. コンピュータープログラミング B 
	 	   	 大阪大学基礎工学部	 	 	 ２回生（2010-2013後期）15コマ 

13. 化学工学実験 II（物理化学） 
 	 大阪大学基礎工学部	 	 	 ３回生（2011-2013前期）15コマ 

14. 大学院集中講義	 	 	 	 三重大学工学研究科	 	 大学院前期課程（2013前期）3コマ 
15. 大学院集中講義	 	 	 	 兵庫県立大学生命理学研究科	 	 	 （2010前期）	 	 15コマ 
16. 特別セミナー	 	 	 	 	 兵庫県立大学生命理学研究科	 	 	 （2009後期）	 	 8コマ 
17. 集中講義	 	 	 	 	 	 	 東北大学国際高等研究教育機構	 	 （2009後期）	 	 1コマ 
18. 統計力学演習 I 	 筑波大学 物理学系 	 	 	 	 ３回生（2008１学期）	 15コマ 
19. コンピューター化学演習	 東京大学工学部化学生命系	 ３回生（2004-2006前期）7コマ 
20. 応用化学詳論 I	  	 東京大学工学部化学生命系	 ４回生（2004-2005前期）1コマ 
21. 無機・物理化学演習	 	 東京大学工学部化学生命系	 ３回生（2005-2006後期）1コマ 
 

指導・指導補助  
1. 2014〜 筑波大学（主宰する生命物理研究室）において、のべ４回生４名、博士

前期課程３名、博士後期課程１名の研究指導を行う 
2. 2011〜2014	 大阪大学（中野研究室）にて ４回生のべ４名、博士前期課程のべ 5 名、
博士後期課程 2名の直接の研究指導を行う 
（博士後期課程２名は日本学術振興会特別研究員（DC1）および（DC2）採用） 

3. 2009〜2011	 兵庫県立大学（小倉、本間研究室）にて	 ４回生のべ４名、大学院生１



名の研究指導補助を行う 
4. 2007〜2008	 筑波大学（押山・白石・舘野・Boero・岡田研究室）にて ４回生２名、
博士前期課程２名、博士後期課程 2名の研究指導補助を行う	  

5. 2004〜2007	 東京大学（平尾研究室）にて ４回生のべ７名、博士前期課程のべ５名、
博士後期課程 2名の直接の研究指導を行う	  
（博士後期課程２名は日本学術振興会特別研究員（DC1）および（DC2）採用） 

 
博士後期課程学生の進路 
1. 松井亨（２００９年学位取得	 博士（工学）東京大学） 
（東京大学博士後期課程→大阪大学 PD→兵庫県立大特任助教→日本学術振興会特別
研究員→理研 AICS研究員→筑波大学アドミッションセンター准教授） 

2. 宮地秀明（２０１１年学位取得	 博士（工学）東京大学（論文博士）） 
（東京大学博士後期課程→千葉大学医学部（この間、東京大学にて論文博士取得）→

医師国家資格取得） 
3. 馬場剛史（２０１４年学位取得） 
（日本学術振興会特別研究員→株式会社東レ） 

4. 奥野克樹（２０１４年学位取得） 
（昭和電工） 

5. 佐藤（２０１６年学位取得予定） 
（未定） 

 
セミナー・研究会の企画運営  

1. 研究交流会「理論分子科学・分子非線形科学のこれまでとこれから」、 
牛山浩、重田育照、高橋聡、藤井幹也、山下雄史、東京大学駒場リサーチキャンパス. 

2. 蛋白研セミナー「構造を基盤とする蛋白質科学における未解決問題」 
石北央、鷹野優、米澤、重田育照、March. 2016 1st-2nd, 東京大学エネオスホール. 

3. 蛋白研セミナー「蛋白質の機能デザインに向けた実験と理論のインタープレー」	
鷹野優、石北央、重田育照、Jan. 2014, 大阪大学蛋白研プロテオミクス研究センター. 

4. 蛋白研セミナー「タンパク質科学の未来を語る：実験・理論研究者の対話」 
鷹野優、久保稔、重田育照、Nov. 11th -12th 2011, 大阪大学会館. 

5. 蛋白研セミナー「分子科学を基盤とした生命活動への理論的アプローチ」 
鷹野優、渕上壮太郎、安池智一、重田育照、Dec. 3rd - 4th 2009, 大阪大学蛋白研プロテ
オミクス研究センター. 

6. 若手研究会「理論分子科学のフロンティアを探る」 
安池智一、渕上壮太郎、重田育照、Jan. 15th -17th 2008, 分子科学研究所. 

 



学会活動・社会貢献  
1. 2016〜	 	 	 分子科学研究所招聘教授 
2. 2016〜 分子科学会第６期運営委員会委員 
3. 2015〜2016 分子科学会速報配信担当 
4. 2015 ポスト K課題７コデザインWG副査 
5. 2014 シンポジウム「化学反応経路探索のニューフロンティア 2014」世話人 
6. 2014 JST研究開発戦略センター（物質・材料分野）俯瞰活動への執筆協力 
7. 2013 日本化学 CSJ化学フェスタ実行委員 
8. 2013 JST研究開発戦略センター（物質・材料分野）俯瞰活動への執筆協力 
9. 2013 日本化学工学会春期年会実行委員 
10. 2013 シンポジウム「化学反応経路探索のニューフロンティア 2013」世話人 
11. 2012〜2013	 文部科学省学術調査官（科研費担当） 
12. 2011〜2012	 日本化学会近畿支部代表幹事 
13. 2011 第４回分子科学会実行委員 

 
 

特許  
1. 名称：情報処理、シミュレーションプログラムおよびシミュレーション方法	

発明者：中村朋健、重田育照、原田隆平	

出願人：富士通、筑波大学	

出願番号：2015-032321	

出願年月日：2015/02/20	

2. 名称：情報処理装置、シミュレーション方法、およびシミュレーションプログラム	

発明者：中村朋健、重田育照、原田隆平	

出願人：富士通、筑波大学	

出願番号：2015-156702	

出願年月日：2015/08/07	

3. 名称：情報処理装置、指標次元抽出方法、および指標次元抽出プログラム	

発明者：中村朋健、重田育照、原田隆平	

出願人：富士通、筑波大学	

出願番号：2015-156703	

出願年月日：2015/08/07 


